
事務事業名ＣＤ

②　左記結果に対する現状分析、
住民との協議結果

結婚相談員やコーディネーターからも、結婚希望者はいる
が出会いの機会がなく、結婚できない男女は多数いる状況
にある。

24

79.2% － －

－
結婚コーディネーターの
選任者数

目標

5

91.7%

－

5

22 19

高い

③総合評価
（今後の展開、事務事業の見直し等）

政策への貢献度

－ －80.0%

－ －

（氏名）市民部長 新川　昭夫

％ 95.8%

実績 23
人

5

所属

12

Ⅴ計画の推進

月1回の開催12 12

交際カップルを成婚に結びつける取り組み

100.0%

目標値

Ｈ23
本年度成婚者数6組は事業開始から4年半の取組の結果として生まれたものであり、この間、
コーディネーターもノウハウを蓄積してきた証であるといえる。

3,936 4,034

他団体等
の状況

4,034

安芸高田市施策評価シート　（平成25年度施策）安芸高田市施策評価シート　（平成25年度施策）安芸高田市施策評価シート　（平成25年度施策）安芸高田市施策評価シート　（平成25年度施策）

事業主体 新規又は連携が必要な事務事業 説明

市民部　市民生活課施策コード

特に実施していない。

0.25

結婚コーディネーター数を増やすことが出会いや結びつきの機会を増やすことになるので、
コーディネーターの増員の取り組みが重要である。特に美土里・高宮地域の人数が少ないた
め、掘り起こしが必要である。

評価コメント評価視点

①施策指標の分析

②平成26年度以降の課題
（事務事業構成、役割分担）

これまでの反省を踏まえ、自己アピールや身だしなみ、話し方など結婚希望者の意識変革に
重点を移す必要がある。

3,724 2,006

★

3,936

3,724

うち一財 うち一財 うち一財

Ｈ25決算

指標の説明

Ｈ24決算

4,034 3,724 0.25
高い

前年度並
み配分

備考
事業種類

重要度 優先度

既存
1.2.1.10.1.6

3,936

Ｈ26予算

経費区分

人員数(H25)

人件費
主な予算科目

166.7%

ソフト事業 3,936 4,034 3,724 2,006
結婚サポート事業511

166.7% － －

3

5 － －

3
組

5

成婚者数

目標 3

実績 4

達成率 ％ 133.3%

5

45

3

100.0%

3

施策指標名

100.0%

％ 80.0%

回

単位

24 2424

達成率

カップリング交流イベント
開催回数

目標 5

達成率

実績 4

Ｈ25

－

12 12 12

100.0%

12

Ｈ26 Ｈ28

回
－

市内全域に対応した結婚コーディネーターの
選任

結婚コーディネーターの委嘱数

評価値の推移

結婚コーディネーター連
絡会議の開催

実績

Ｈ24

－

－

達成率 ％

目標

合計

成婚数

婚活イベント・セミナーの開催数

④　施策の意図、
今後の展望

結婚相談員・結婚コーディネーターを活用し、少子化の一因とされる未婚の男女の増加に歯止めを
かけ、人口増や若者定住を促進する。

③　施策の現状と
課題

出会いの場の創出

現状の課題、意図、今後の展望のキーワード 考えられる施策指標候補

結婚を希望する男女が多くいるが、出会いの機会が少なく結婚はおろか、交際もできない状況にあ
るため、結婚相談員やコーディネーターを中心に出会いの場を創出している。Ｈ24年度までで12組
が成立した。

重点化

①　住民意識調査
結果

電話

役職・氏名結婚サポート事業

主要施策 4.その他

課長　中村慎吾
作
成
者

総合計画
（基本計画）体系

評価対象
施策名

0826-42-1128

基本方針

14013

１．施策の現状分析及び意図１．施策の現状分析及び意図１．施策の現状分析及び意図１．施策の現状分析及び意図

２．施策指標の検討・設定２．施策指標の検討・設定２．施策指標の検討・設定２．施策指標の検討・設定

３．施策構成事務事業の評価３．施策構成事務事業の評価３．施策構成事務事業の評価３．施策構成事務事業の評価

４．３以外で目的達成に必要な新規事業及び連携させる他機関の事業４．３以外で目的達成に必要な新規事業及び連携させる他機関の事業４．３以外で目的達成に必要な新規事業及び連携させる他機関の事業４．３以外で目的達成に必要な新規事業及び連携させる他機関の事業

５．施策の現状分析に基づく改革案の説明５．施策の現状分析に基づく改革案の説明５．施策の現状分析に基づく改革案の説明５．施策の現状分析に基づく改革案の説明

14013 市民部 市民生活課（結婚サポート事業）.xls



市議会事務

主要施策 4.その他

次長　 山中　章
作
成
者

総合計画
（基本計画）体系

評価対象
施策名

0826-42-5621

基本方針

51001
電話

役職・氏名

前年度並
み配分

前年度並
み配分1,469

市議会広報事業
7,201

10,178

インターネットを利用した情報提供の検討と実
施

現状の課題、意図、今後の展望のキーワード 考えられる施策指標候補

・議事録編さんのスピードアップとホームページへの早期掲載
・開かれた議会のために、イントラネットを活用した本会議のインターネット中継（映像配信）の検討
（近隣市町の三次市、庄原市、北広島町は導入済み）
・議会報告会の定期的な開催
・議員活動サポートのための事務局職員のスキルアップ

重点化

①　住民意識調査
結果

7,602

③　施策の現状と
課題

法定事務

合計

開催日数及び開催箇所数

市議会ホームページ（議会だより等）へのアクセス回数

④　施策の意図、
今後の展望

・構成作業のマニュアル化による迅速な議事録編纂と、市民への早急な情報の公開
・定例会毎に「議会だより」を発行し、情報公開と議会に対する市民の理解度を深める
・他市議会の制度や運営方法を調査研究し、質の高い議会運営を行う
・他市町行政事業の先進事例について、視察等による調査研究を行い、本市の行政、議会運営に
反映させる

評価値の推移

定例会終了から会議録
公開までの経過日数

実績

Ｈ24

－

－

達成率 ％

目標
日

－

0.90
普通

0.95
普通

本会議議事録の速やかな作成 会議録の作成日数（編纂に要した日数）

既存

既存

議会費
1,133

法定事務 1,133

5,248
議会費

Ｈ25

★

－

180 180 150

61.9%

131

Ｈ26 Ｈ28

議会報告会開催箇所数

目標 -

達成率

実績 -

施策指標名

114.5%

％ -

箇所

単位

7200 95004550

達成率

6-

-

12

目標

実績

達成率 ％

市議会運営事業456

－ －

－ －

人員数(H25)

人件費
主な予算科目

法定事務 5,648 5,312 9,033 25,205
前年度並
み配分

備考
事業種類

重要度 優先度

既存
議会費

5,648

Ｈ26予算

経費区分

1,570

4,952

4,952

指標の説明

Ｈ24決算

5,312 9,033 3.15
高い

うち一財 うち一財 うち一財

Ｈ25決算

10,178

5,248

1,4691,570

12,029

20,680

・職員研修による議員サポート能力の向上。
・政務活動費の適切な運用を継続する。

市議会ホームペー
ジへの年間アクセ
ス回数

20,680 40,008

・議会基本条例の調査検討。
・議会報告会実施方法等、検討し充実を図る。

評価コメント評価視点

①施策指標の分析

②平成26年度以降の課題
（事務事業構成、役割分担）

安芸高田市施策評価シート　（平成25年度施策）安芸高田市施策評価シート　（平成25年度施策）安芸高田市施策評価シート　（平成25年度施策）安芸高田市施策評価シート　（平成25年度施策）

事業主体 新規又は連携が必要な事務事業 説明

議会事務局施策コード

457

458

・市民に開かれた身近な存在の議会で
あること

5.00

Ｈ23

市議会調査事業

・本会議議事録のホームページ公表に要する日数については短縮された。

12,029 11,834

他団体等
の状況

11,834

所属

150 150

Ⅴ計画の推進

定例会（年4回）の最
終日からホームペー
ジ掲載までに要した
日数

287 291

議会報告・意見交換会の実施

62.7%

目標値

（氏名）議会事務局長 外輪　勇三

％ 168.4%

実績 7660
回

12 議会報告会の延開
催回数
（年回数×会場数）

9340 7107

普通

③総合評価
（今後の展開、事務事業の見直し等）

政策への貢献度

－ －50.0%

－ －

－
市議会ホームページへの
アクセス回数

目標

12

129.7%

－

-

事務事業名ＣＤ

②　左記結果に対する現状分析、
住民との協議結果

・市民の誰もが気軽に議会を傍聴でき、いつでも、どこでも
会議（本会議）中継を見ることができる環境づくり

9500 10000

74.8% － －

１．施策の現状分析及び意図１．施策の現状分析及び意図１．施策の現状分析及び意図１．施策の現状分析及び意図

２．施策指標の検討・設定２．施策指標の検討・設定２．施策指標の検討・設定２．施策指標の検討・設定

３．施策構成事務事業の評価３．施策構成事務事業の評価３．施策構成事務事業の評価３．施策構成事務事業の評価

４．３以外で目的達成に必要な新規事業及び連携させる他機関の事業４．３以外で目的達成に必要な新規事業及び連携させる他機関の事業４．３以外で目的達成に必要な新規事業及び連携させる他機関の事業４．３以外で目的達成に必要な新規事業及び連携させる他機関の事業

５．施策の現状分析に基づく改革案の説明５．施策の現状分析に基づく改革案の説明５．施策の現状分析に基づく改革案の説明５．施策の現状分析に基づく改革案の説明

51001 議会事務局（市議会事務）.xls



事務事業名ＣＤ

②　左記結果に対する現状分析、
住民との協議結果

　選挙人からの問合せ等の多くは、選挙運動に関してであ
り、啓発活動の多様化を検討する必要がある。

0 0

－ － －

－異議申出件数

目標 平成24年
衆議院選
違憲訴訟

本市の「生
徒議会」
は、先進事
例

8

－

－

12

0 0

普通

③総合評価
（今後の展開、事務事業の見直し等）

政策への貢献度

－ －100.0%

－ －

（氏名）総務部長 沖野　文雄

％ －

実績 0
件

8
市明推協及び選管
が実施した事業数

所属

40 40

Ⅴ計画の推進

告示日前日までの
時間外勤務時間数
(1選挙当りの平均)

47.5 104.5

公明選挙

－

目標値

Ｈ23

選挙執行事業

特になし

　選挙管理委員会の本来業務は、各種選挙の執行管理であり、これらの施策指標は、現状を
分析する上で必要な項目である。

53,005 41,205

他団体等
の状況

-1,541

安芸高田市施策評価シート　（平成25年度施策）安芸高田市施策評価シート　（平成25年度施策）安芸高田市施策評価シート　（平成25年度施策）安芸高田市施策評価シート　（平成25年度施策）

事業主体 新規又は連携が必要な事務事業 説明

選挙管理委員会事務局施策コード

462

463

　平成22年に投票区を再編しており、
その後は特定の事項に関して意識調
査を行っていない。

2.00

　事務事業構成、役割分担について特段の評価コメントはないが、事務処理内容の質を向上
させ、各種選挙のより適正な執行管理が図れるよう、現状の事務処理内容を効率性・妥当性
の視点から常に分析、検討する必要がある。

評価コメント評価視点

①施策指標の分析

②平成26年度以降の課題
（事務事業構成、役割分担）

　選挙の種類によって事務量は異なるが、いずれの選挙も公職選挙法等に基づき執行、管理
される為、共通する事務は多く、効率化や省力化の観点から不断の見直し作業が必要。

選挙の効力・当選
の効力に関する異
議申出件数

1,272 16,97330,115

7,842

うち一財 うち一財 うち一財

Ｈ25決算

6,413

28,753

510480

291

39,823

-2,730

指標の説明

Ｈ24決算

902 919 0.50
高い

前年度並
み配分

備考
事業種類

重要度 優先度

既存
2.4.1

923

Ｈ26予算

経費区分

人員数(H25)

人件費
主な予算科目

法定事務 922 898 917 4,243
選挙管理委員会
運営事業

461

－ －

－ －

12

目標

実績

達成率 ％

1210

83.3%

施策指標名

172.2%

％ 100.0%

件

単位

0 00

達成率

選挙啓発活動事業数

目標 8

達成率

実績 8

Ｈ25

★

－

45 45

232.2%

77.5

Ｈ26 Ｈ28

既存

H25新規

2.4.2
440

ソフト事業 440

51,642
2.4.3

時間
－

0.10
普通

1.40
高い

効率化、省力化
選挙執行日の決定から告示日前日までの当該選挙に係る時
間外勤務時間数

資料なし

評価値の推移

時間外勤務時間数 実績

Ｈ24

－

－

達成率 ％

目標

合計

選挙啓発活動事業数、選挙運動等に関する選挙人からの照
会・回答件数

投票率、選挙の効力・当選の効力に関する異議申出件数

④　施策の意図、
今後の展望

　年度によっては、選挙を10種類以上行う場合もあり、選挙の執行・管理事務を通じて、必要な情報
を蓄積、整理し、各選挙が一巡する4年後を目途に選挙事務のマニュアル化を図る。

11,881

③　施策の現状と
課題

法定事務

適正選挙

現状の課題、意図、今後の展望のキーワード 考えられる施策指標候補

　選挙管理委員会が管理・執行する選挙は、国の選挙が2種類(衆議院、参議院)、県の選挙が2種類(県
知事、県議会)、市の選挙が3種類(市長、市議会、農業委員)、その他の選挙が15種類(財産区議会9種
類、土地改良区6種類)の、22種類がある。
　これらの選挙は、4年間の間に必ず執行され、又、補欠選挙の執行が必要となる場合も想定される。
　いずれにしても、短期間に必要な事務処理が集中することとなるため、各選挙を通じて統一した処理が
図れるよう、対策を講じる必要がある。

重点化

①　住民意識調査
結果

電話

役職・氏名

毎年選挙の種類が異なるた
め、事業種類は新規とした。H25完了

前年度並
み配分355

選挙啓発事業
執行される選挙の種類に
よっては、選挙時啓発の予
算化が必要849

0

選挙管理委員会の運営

主要施策 4.その他

事務局長・大野　泰典
作
成
者

総合計画
（基本計画）体系

評価対象
施策名

0826-42-1136

基本方針

70001

１．施策の現状分析及び意図１．施策の現状分析及び意図１．施策の現状分析及び意図１．施策の現状分析及び意図

２．施策指標の検討・設定２．施策指標の検討・設定２．施策指標の検討・設定２．施策指標の検討・設定

３．施策構成事務事業の評価３．施策構成事務事業の評価３．施策構成事務事業の評価３．施策構成事務事業の評価

４．３以外で目的達成に必要な新規事業及び連携させる他機関の事業４．３以外で目的達成に必要な新規事業及び連携させる他機関の事業４．３以外で目的達成に必要な新規事業及び連携させる他機関の事業４．３以外で目的達成に必要な新規事業及び連携させる他機関の事業
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